
ほうじよう 

方城町消防団が一丸となって燃えた日 
ー第15回福岡県消防操法大会開催― 

第15回福岡県消防操法大会が、9月6日に福間町の福岡県消防学校で開催され、田川郡を代表 
して方城町の消防団が出場し、ポンプ操法の技を競いました。 

各分団から推薦された1 〇人の選手たちは、5月から週に平均3,4 日、仕事の後、田川市の消 

防本部ノ＼行き練習を積み重ねていました。 
緊張感漂う中、ミスのないみごとな操法を行った選手たちは、終了後、消防署の教官や団員たち 

からねぎらいの言葉をかけられ、あんど感を取り戻レていました。 
惜しくも入賞はしませんでしたが、この消防操法大会を通じて、選手はもちろん方城町消防団員 

全員が、消防団としての自覚を新たにしていました。 
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I LOVE 彦山川 が今年は 

シンポジウム に 
毎年10月10日に、伊方橋の下で行われているI LOVE 彦山川が、今年はゴミシンポジウム 

という形で、10月10日方城町社会福祉会館で行われました。 

I LOVE 彦山川実行委員会会長の杉原瑛治さんは、「最近のI LOVE は、 本来の川の浄化よりイベントの 

方が主になっていたし、また、方城町が10月から指定袋制になったことを機に、原点に戻ってゴミについて 

考える会が必要だと思い、このシンポジウムを開きました。」と話していました。 

まず、住民課長の田島課長から、方城町のゴミの実態と住民の意識についての話があり、その後「地域社会 

におけるゴミ事情」という演題で、福岡県立大 

学の久永明教授の講演がありました。講演では、 

「今から先はゴミ焼却場を廃止していき、ゴミ 

をRDF （固形燃料）化し資源に役立てる必要 

性がある。また、家庭から出ていくものは、ゴ 

ミにしろ生活排水にしろ責任を持ち、適切な処 

理をしなければならないという住民の認識を高 

める」という貴重な話がされ、参加者たちは熱 

心に耳を傾けていました。意見交換の場では、「住 

民一斉清掃の日などを設けて、住民全員で美化 

運動をしてはどうか。」など、時間が足りないく 

らい、たくさんの意見が出されていました。 県立大の久永先生の話を熱心に聴く町民 

元気いっぱいのサッシュクロスの演技です 

空手道大会で女子2人が入賞 
9月27日田川市総合体育館で、極真会館主催によ 

る「第2回福岡県空手道選手権大会」が行われました。 

拳成館空手道場からは、一般女子の部で中山エミさ 

ん（直方女子高校1年）が優勝、山口幸奈さん（伊方 

小5年）が3位入賞を果たしました。2人とも、極真 

会館や他流派の強豪を破っての快挙でした。 

なお、拳成館では老若男女、初心者、経験者を問わ 

ず随時、道場生を募集しています。 

また、新たに女子部（高校生以上一般）も開設する予 

定です。連絡先22一5905 山口 

少年部（小中学生）一月・木5時30分から7時 

選手コース（選抜小学生と中学生）一月・木7時か 

ら8時30分 

一般部一水・土8時から9時30分 

女子部一土6時から7時30分 

みんなで頑張った運動会 
― 町立保育所合同運動会 ― 

第27回町立保育所合同運動会が、10月10日に 

町民グラウンドで行われました。 

21世紀を担ってくれる方城町の子どもたちが、元 

気一杯にダンスやかけっこをし、また、盛りだくさん 

の親子競技を、家族全員で楽しんでいました。 

今年の運動会の目玉は、年長組のドリル「サッシュ 

クロス」でした。勇気100％の音楽に合わせてカラ 

フルな布を使って演じる演技は、残暑に負けず練習し 

てきただけに大成功に終り、保育所生活最後の運動会 

に一花咲かせました。 

入賞した中山エミさん（左）と山口幸奈さん（右） 

健康で 
長生きしてください 

― 平成10年度敬老会開催― 

平成10年度の敬老会が、9月15日町民体育館 

で開催されました。今年の敬老会の該当者（70歳 

以上）は1205人で、最高齢者は101歳の里村 

ハルさん（方信園）です。 

88歳以上の該当者や新規の該当者などに、町や 

県からの表彰や祝金、記念品贈呈が行われた後、演 

芸を楽しみました。演芸では、舞踊の会の踊りや各 

保育所の出し物があり、参加者たちは、かわいい園 

児の踊る姿に目を細めていました。 

見物客も訪れている迫のコスモス畑 

常会の声援を受けハツスルハツスル 
― 町民運動会開催 ― 

l9月20日に、町民運動会が町民グラウンドで行われました。 

×ノ午前中の競技でしたが、対抗競技になるとどこの常会も、常 

会のテントから身をのりださんばかりの応援が見られ、盛り上 

がっていました。 

なお、頂点を究めたのは、ほとんどの競技で1位だった浄万 

寺常会でした。 

また、この運動会の翌日、老人大学のみなさんがグラウンド 

の清掃をおこないました。ご苦労様でした。 

最高齢者の里村ハルさんに記念品を渡す岩崎町長 

町外からも見物にきています 
ー町内3ケ所に花ー杯運動でコスモス畑― 

花一杯運動の一環で、町内の3ケ所に七月末、 

地元の人たちが種をまいたコスモスが、秋風と 

ともに開花しました。 

コスモスが咲いているのは、上弁城、迫、西 

古門～犬星の3ケ所です。付近を通る人たちは 

車を止めて眺めていたり、カメラを持って町外 

から見に来たりして、秋を感じていました。 

嚇ーニニごー~一 

ぬかれるな。いくぞ～。 
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平
成
十
ニ
年
四
月
一
日
か
ら
 

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
り
ま
す
 

平
成
九
年
十
二
月
に
介
護
保
険
法
が
成
立
し
、
平
成
十
二
年
 

四
月
一
日
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
 

急
速
に
進
む
高
齢
化
に
よ
っ
て
、
介
護
の
問
題
が
老
後
の
最
 

大
の
不
安
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
制
度
は
、
介
 

護
を
社
会
全
体
で
支
え
、
利
用
者
の
希
望
を
大
切
に
し
た
総
 

合
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
、
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
を
作
 

ろ
う
と
す
る
制
度
で
す
。
 

そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
い
ま
国
で
検
討
を
重
ね
て
い
る
と
 

こ
ろ
で
す
が
、
今
回
は
、
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

な
ぜ
、
介
護
保
険
が
 

必
要
な
の
か
 

急
速
な
高
齢
化
の
た
め
、
高
齢
者
が
 

増
加
す
る
こ
と
で
、
ね
た
き
り
や
痴
呆
 

と
い
っ
た
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
 

も
、
増
加
の
一
途
を
た
ど
つ
て
い
ま
す
。
 

と
こ
ろ
が
、
そ
ん
な
介
護
を
要
す
る
高
 

齢
者
を
支
え
る
家
族
さ
え
も
、
現
在
で
 

は
核
家
族
化
が
進
み
、
家
族
に
よ
る
介
 

護
を
期
待
で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。
 

た
と
え
介
護
で
き
る
家
族
が
い
た
と
し
 

て
も
、
高
齢
者
が
高
齢
者
を
介
護
す
る
 

状
態
に
あ
っ
た
り
、
ま
た
、
家
族
介
護
 

の
た
め
に
働
き
盛
り
に
あ
る
人
が
、
退
 

職
・
休
暇
な
ど
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
 

る
こ
と
は
、
社
会
経
済
的
に
も
大
き
な
 

損
失
と
な
っ
て
い
ま
す
。
介
護
に
よ
る
 

公費 （50%） 国（25%）都道府県（12.5%）市町村（12.5%) 

家
族
（
の
心
身
の
負
担
は
、
非
常
に
重
 

い
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
 

そ
の
一
方
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
 

に
と
っ
て
は
介
護
手
段
が
あ
り
ま
せ
 

ん。 

一
般
病
院
（
長
期
間
、
「
社
会
的
 

入
院
」
を
強
い
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
 

「
介
護
」
は
「
家
族
の
問
題
」
か
ら
 

「
社
会
全
体
の
問
題
」
に
変
わ
っ
て
い
 

ま
す
。
 

家
族
だ
け
で
は
抱
え
き
れ
な
く
な
っ
 

て
い
る
の
で
す
。
 

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
介
護
が
必
 

要
と
な
っ
た
と
き
に
も
住
み
慣
れ
た
地
 

域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
 

で
き
る
よ
う
、
社
会
全
体
で
介
護
を
支
 

え
、
利
用
者
の
希
望
を
尊
重
し
た
、
総
 

合
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
社
会
 

を
目
指
し
て
、
介
護
保
険
法
は
制
定
さ
 

若年者の保険料（33%) 

市
町
村
・
 

特
別
区
 

れ
ま
し
た
。
 

介
護
保
険
と
は
 

介
護
保
険
は
、
加
齢
か
ら
生
じ
る
心
 

身
の
変
化
に
よ
っ
て
起
こ
る
疾
病
な
ど
 

の
た
め
、
入
浴
、
排
池
、
食
事
な
ど
の
 

介
護
、
機
能
訓
練
、
看
護
、
療
養
上
の
 

管
理
そ
の
ほ
か
の
医
療
を
必
要
と
す
る
 

人
に
、
可
能
な
限
り
自
立
し
た
生
活
を
 

送
れ
る
よ
う
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
 

サ
ー
ビ
ス
の
給
付
を
行
う
た
め
に
つ
く
 

ら
れ
た
制
度
で
す
。
 

介
護
保
険
の
概
要
 

運
営
主
体
（
保
険
者
）
…
市
町
村
・
特
 

別
区
 

被
保
険
者
…
四
十
歳
以
上
の
人
 

被
保
険
者
は
、
六
十
五
歳
以
上
の
第
 

一
号
被
保
険
者
と
、
四
十
歳
以
上
六
十
 

五
歳
未
満
の
医
療
保
険
加
入
者
で
あ
る
 

第
二
号
被
保
険
者
と
の
二
つ
に
区
分
し
 

て
い
ま
す
。
 

介
護
保
険
の
財
源
 

介
護
保
険
の
財
源
は
、
保
険
料
と
公
 

費
で
賄
わ
れ
ま
す
。
 

制
度
の
ス
タ
ー
ト
に
先
立
っ
て
、
 

要
介
護
認
定
と
申
請
の
受
付
は
、
 

平
成
十
一
年
十
月
か
ら
始
ま
る
予
 

定
で
す
。
 

市町村土通徴収年金カt天引き 
（約3割の人が対象） （約7割の人が対象） 

介護認定審査会 

＋認定 

介護サービス計画の作成 

I! 
施設サービス 

介護老人保健施設 

（老人保健施設） 

指定介護老人福祉施設 

（特別養護老人ホーム） 

指定介護療養型医療施設 

、交付 

社会保険診療報酬支払基金 

ー括納付 

全国でまとめる） 

医療保険者 

・健保組合 

・国保など 

利用者の一部負担 
(1割） 

費
用
の
9
割
を
負
担
 

J 
、

、

、

，

 

，日帰りリハビリテーション 

I （デイケア） 

I短期入所療養介護 

I （ショートステイ） 

●痴呆対応型共同生活介護 

i（痴呆性老人のグループホーム） 

I有料老人ホームなどにおける介護 

●福祉用具の貸与・購入費の支給 

二住宅改修費の支給 

（手すり・段差の解消など） 
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年 り と 
70 歳（障害認定65歳）以上の人が、お医者さんにかかる場合には、 

老人保健という制度になります。この制度は、医療保健に加入している人で 
70 歳（障害認定65歳）を過ぎれば、医療については、今までの医療保健 
から切り離され老人保健で医療を受けることになります。 
老人保健の加入者となると、実際にかかる医療費にかかわらず、外来では、 

ひと月500円を4回まで支払うだけで、治療を受けることができます。 

実際にかかる医療費はどのくらい？ 
だいたいその20倍くらいです。お年寄りの人が窓口で支払っているのは、 

老人医療費全体の5％弱に過ぎません。 

老人医療の負担割合 

年々増加する負担割合 
方城町の老人医療の年間総医療費 

は、平成6年度に8億円を突破して 

おり、年々増加傾向にあります。ま 

た、平成10年度に入ってからは月 

平均が約8千万円で、このまま推移 

すると年間総医療費は9億円を超え 

ることが予想されます。 

このままの状態で医療費が増える 

と、保険税などの個人の負担も増え 

ることになり、皆さんー人ひとりの 

医療に対する心がけが大切になって 

きます。 
ノ／／一 × 

／ 重複受診は 
／ やめましよう 

！ かかりつけのお医者さんを持た 

’ず、複数のお医者さんで受診する 

ことは、診断や検査、薬の処方な 

どを重ねてうけることになります 

ので、医療費のむだづかいとなり 
ます。それに薬の重複投与は、思 

わぬ事故を招く恐れがあります。 

老人医療費の費用負担 

成9年度’決算状況：をお知「ら「 
平成9年度のおける一般会計をはじめとする各会計の決算が、9月議会定例会において 

認定されましたので報告します。 

平成9年度普通会計決算収支の状況 

歳入総額 70億6千9百万円 
歳出総額 65億3千4百万円 

歳入総額 z069（単位：百万円） 財政用語ミ二辞典 

／グ「z 
努 地方交付税 
農 

/ 
国県支出金 

1,751 

/ 

/ 

地方債 

815 

焚 その他 

嘉1,199 

7
 
V
 40 50 60 70 80 90 30 20 10 0 

歳出総額 6,534（単位：百万円） 

ジツ 

 V 
その他 

1,435 

失業対策 
事業 
1,055 

錆
繁
 

犀麟／乙xノ／/
普通建設韓 

1,323 

公債費 

764 

扶 
助 
費 
413 

人件費 

926 

!
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 % 

（単位：千円） 積立金の状況 

篇～～さミ 
平成8年度 
末 残 高 

平 成 9 年 度 

積立額 とり崩し額 年度末残高 

積立運用基金 2,875,731 491,421 393,340 2,973,812 

財政調整基金 150,000 150,000 

減債基金 707,558 55,085 87,450 675,193 

公共施設等整備基金 1,096,202 263,696 267,700 1,092,198 

その他特目基金 921,971 172,640 38,190 1,056,421 

定額運用基金 338,050 338,050 

合 計 3,213,781 491,421 393,340 3,311,862 

●地方税 

地方公共団体が課税する税金。 

都道府県税（ゴルフ場利用税や 

不動産取得税など）と市町村税 

健自動車税や入浴利振ど）があ 

る。 

●地方譲与税 

国税として徴収し、そのまま地 

方公共団体に対して譲与する税。 

耐也方交付弔l 

国が徴収した税金の一部を財政 

状況に応じて、地方公共団体に交 

付するお金。 

●国巨・出金 

特定の事務や事業に対して国や 

県が交付するお金。 

●州坊債 

地方公共団体が資金調達のため 

に負担する債務。 

●繰入金 

―般会計や特別会計基金などの 

会計間における現金の移動を表す 

用語。 

⑨ 

一
部
負
担
金
＋
食
事
住
 

＊ただし平成3年老人保健法改正により介言劃こ重点をおく医療については 
O 拠出金】公費＝1 : 1の割合で負担することになっています。 ⑨ 

きょしゅつきん 

拠出金とは？ 

正式には、保険者拠出金とか老人保健拠出金といい 

ます。 

お年寄りの人の医療費を支えるためには、現役世代 

の人も助け合わなければなりません。 

そのために出し合う費用のことをー般に拠出金と呼ん 

でいます。 

J 、J 

履讐ミ 総医療費（円） 対象者数（人） ー人当り（円） 

平成7年度 1 , 056 8414,201 859,796,370 

平成8年度 1 , 077 782,649 842,912,969 

平成9年度 1 , 098 808,090 887,282,959 

（単位：千円・％) 

区 分 歳 入 歳 出 
翌年度へ繰り 
越される額 

実質収支 実質収支 
比 率 

普 通 会 計（法2条2項会計） 7,069,253 6,533,491 438,494 97,268 L5 

一般会計 6,859,037 6,339,016 438,494 81,527 L3 

住宅新築資金等貸付事業特別会計 204,644 188,903 15,741 8.3 

専修学校等技能修得資金貸与事業特別会計 5,572 5,572 0 0D 

乗ー 与
 
別
 
会
 
計
 

1,873,205 1,826,470 46,735 2.6 

国民健康保険事業特別会計 560,054 537,405 22,649 4.2 

老人保健事業特別会計 892,342 891,802 540 0.1 

宅地造成事業特別会計 16,447 12,181 4,266 35.0 

方城町立診療所事業特別会計 404,362 385,082 19,280 5.0 

公営企業会計 

水道事業会計 

201,891 186,558 15,333 8.2 

201,891 186,558 15,333 8.2 
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国
療
壱
ン
タ
g
薦よ一 

方城町立医療センター所長 

武 冨 章 先生 

痴
呆
性
老
人
の
在
宅
証
 

痴
呆
性
老
人
の
介
護
は
、
寝
た
き
り
 

老
人
の
介
護
よ
り
た
い
へ
ん
で
あ
る
と
 

よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
物
忘
れ
が
ひ
ど
＜
 

な
っ
て
同
じ
こ
と
を
何
度
も
繰
り
返
し
 

た
り
、
家
族
の
顔
や
自
分
の
家
が
分
か
 

ら
な
く
な
る
よ
う
な
こ
と
が
身
内
に
起
 

こ
っ
た
と
き
、
ど
の
家
族
も
、
そ
の
こ
 

と
を
ど
う
理
解
し
、
ど
ー
っ
対
応
し
て
よ
 

い
か
分
か
ら
ず
大
混
乱
に
陥
り
、
場
合
 

に
よ
っ
て
は
、
こ
れ
以
上
介
護
を
続
け
 

る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
ま
で
追
い
つ
 

め
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
＜
あ
り
ま
せ
ん
。
 

家
族
が
痴
呆
の
特
徴
を
知
り
、
老
人
 

の
気
持
ち
を
理
解
し
、
一
つ
ひ
と
つ
の
 

症
状
に
こ
だ
わ
ら
な
い
で
、
上
手
に
対
 

応
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
痴
呆
症
状
 

も
軽
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
今
回
は
川
崎
幸
病
院
の
杉
 

お母さん／ 
楽しぐ子育てしませんか？ 

支援センターも2度目の秋を迎え、終始にこやかな 

笑い声が絶えない、和やかな雰囲気になりました。 

山
孝
博
先
生
の
「
ぼ
け
を
よ
＜
理
解
す
 

る
た
め
の
七
大
法
則
・
一
原
則
」
に
つ
 

い
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。
 

「
ぼ
け
を
よ
く
理
解
す
る
 

た
め
の
七
大
法
則
・
一
 

原
則
L
 

第
一
法
則
廿
記
憶
障
害
に
関
す
る
 

法
則
 

記
憶
障
害
は
痴
呆
の
最
も
基
本
的
な
 

症
状
で
、
す
べ
て
の
痴
呆
性
老
人
に
み
 

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
は
「
記
銘
力
低
下
」
 

「
全
体
記
憶
の
障
害
」
「
記
憶
の
逆
行
性
 

喪
失
」
の
三
つ
が
含
ま
れ
ま
す
。
 

「
記
銘
力
低
下
」
と
は
、
新
し
い
こ
 

と
を
覚
え
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
、
つ
 

ま
り
ひ
ど
い
物
忘
れ
が
起
こ
る
こ
と
を
 

い
い
ま
す
。
同
じ
こ
と
を
何
＋
回
繰
り
 

返
し
て
も
、
そ
の
た
び
に
忘
れ
て
し
ま
 

ー
っ
の
で
す
。
 

「
全
体
記
憶
の
障
害
」
と
は
、
大
き
 

な
行
為
そ
の
も
の
の
記
憶
を
失
っ
て
し
 

ま
ー
っ
こ
と
を
い
い
ま
す
。
 

外
出
か
ら
帰
っ
た
ば
か
り
な
の
に
、
「
今
 

日
は
一
日
中
家
に
い
た
」
と
い
い
、
食
 

事
し
た
後
す
ぐ
、
「
ま
だ
御
飯
を
食
べ
て
 

い
な
い
。
飢
え
死
に
さ
せ
る
気
か
」
と
 

い
っ
て
家
族
を
困
ら
せ
た
り
す
る
の
は
、
 

こ
れ
に
あ
て
は
ま
り
ま
す
。
 

「
記
憶
の
逆
行
性
喪
失
」
と
は
、
蓄
 

積
さ
れ
た
こ
れ
ま
で
の
記
憶
が
、
現
在
 

か
ら
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
失
わ
れ
て
 

い
く
現
象
を
い
い
ま
す
，
「
そ
の
人
に
と
っ
 

て
の
現
在
」
は
、
 

一
番
最
後
に
残
っ
た
 

記
憶
の
時
点
に
な
る
の
で
す
。
 

第
二
法
則
廿
症
状
の
出
現
強
度
に
 

関
す
る
法
則
 

痴
呆
症
状
は
、
い
つ
も
世
話
し
て
い
 

る
最
も
身
近
な
人
に
対
し
て
ひ
ど
＜
出
 

て
、
時
々
会
Iっ
人
に
は
軽
く
出
る
と
い
 

ー
っ
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
同
居
し
て
い
な
 

い
親
族
が
た
ま
に
面
会
に
来
る
と
機
嫌
 

よ
＜
相
手
を
す
る
の
で
、
「
ぼ
け
て
る
と
 

言
っ
て
た
の
に
少
し
も
ぼ
け
て
な
い
じ
ゃ
 

な
い
か
」
と
親
族
は
思
っ
て
し
ま
う
の
 

で
す
。
こ
の
特
徴
が
理
解
で
き
な
か
っ
 

た
た
め
に
、
「
一
生
懸
命
に
介
護
し
て
あ
 

げ
て
い
る
の
に
、
感
謝
し
な
い
ば
か
り
 

か
、
ひ
ど
い
反
応
を
す
る
」
と
介
護
者
 

ひ
と
り
が
嘆
き
つ
ら
い
思
い
を
し
、
他
 

の
家
族
は
「
大
袈
裟
す
ぎ
る
」
と
い
っ
 

て
介
護
者
の
苦
労
に
感
謝
し
な
い
ば
か
 

り
か
む
し
ろ
非
難
す
る
と
い
っ
た
1
ぼ
 

け
問
題
L

が
、
こ
れ
ま
で
数
多
＜
の
家
 

庭
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
子
供
が
最
も
 

信
頼
し
て
い
る
母
親
に
甘
え
て
困
ら
せ
 

る
よ
う
に
、
痴
呆
性
老
人
は
、
身
近
に
 

世
話
し
て
＜
れ
る
介
護
者
を
絶
対
的
に
 

信
頼
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
痴
呆
症
状
を
 

ひ
ど
＜
出
す
の
だ
と
考
え
る
と
少
し
は
 

救
わ
れ
ま
す
。
 

第
三
法
則
廿
自
己
有
利
の
法
則
 

自
分
に
と
っ
て
不
利
な
こ
と
は
認
め
 

な
い
こ
と
を
い
い
ま
す
。
し
か
し
、
言
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苦
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9 月4日（金）さくらんぼ（サークル） 

9 月10日（木） 絵 本 

お話の後、各家庭から一品 

持ち寄り、食事しながら 

楽しい談話 

12月 
17 日（木）クリスマス会準備 

25日（金）クリスマス会 
 ノ 

11月 
11日（水）親子で遊ぼう 

26日（木）ビデオ視聴 

~ 

× 

クル会員募集 サ 

さくらんぽ 
0手作り大好きママ大集合ノ 

毎週金曜日 
午前1〇時～12時 

（リーダニー）堀川 慈さん 
公 (22) 0630 

ペガサス 
0生き生きママ大集合ノ 

毎週月曜日 
午前l0時～1 1時 

ぐJーダー）山口美樹さん 
合 (22) 4329 

子育てで 

悩んだり 

することはありませんか？ 

電話相談（月～金）9時～16時 

来所相談（月～金）9時～16時 

訪問相談（火） 10時～16時 

そ

そ
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 ******************************************************* 

は何でも受けつけます。 

お気軽にどうぞi 

■田川市で法務総合相談所開設 
日 時 12月8日（火） 

午前10時～午後3時 

場 所 田川青少年文化ホール 

2階大会議室 

合 (44 ) 6470 

相談担当者 弁護士、公証人、人権擁護委員、 

法務局職員 

■方城町で特設人権相談所開設 
日 時 12月10日（木） 

午前10時～午後3時 

場 所 方城町福祉会館合(22 ) 3778 

相談担当者 人権擁護委員、法務局職員 

い
訳
の
内
容
に
は
明
ら
か
な
誤
り
や
矛
 

盾
が
含
ま
れ
る
た
め
、
「
都
合
の
よ
い
こ
 

と
ば
か
り
い
う
自
分
勝
手
な
人
」
「
嘘
つ
 

き
」
な
ど
、
痴
呆
性
老
人
を
低
い
人
格
 

の
持
ち
主
と
考
え
て
、
介
護
意
欲
を
低
 

下
さ
せ
て
し
ま
ー
つ
家
族
は
少
な
＜
の
で
 

す
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
言
動
こ
そ
痴
呆
 

症
状
そ
の
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
 

う。 第
四
法
則
廿
ま
だ
ら
ぼ
け
の
法
則
 

痴
呆
性
老
人
は
異
常
な
言
動
ば
か
り
 

す
る
か
と
い
う
と
、
そ
ー
つ
で
は
な
＜
、
 

正
常
な
部
分
と
ぼ
け
の
部
分
と
が
必
ず
 

ま
じ
り
あ
っ
て
存
在
し
て
い
る
と
い
ー
つ
 

も
の
。
介
護
中
に
、
痴
呆
か
本
気
か
が
 

見
分
け
ら
れ
な
＜
て
振
り
回
さ
れ
る
こ
 

と
が
あ
り
ま
す
が
、
「
常
識
的
な
人
で
あ
 

れ
ば
行
わ
な
い
よ
う
な
言
動
を
お
年
寄
 

り
が
し
て
い
る
場
合
、
そ
れ
は
痴
呆
症
 

状
で
あ
る
」
と
割
り
切
る
こ
と
が
大
切
 

で
す
。
 

第
五
法
則
廿
感
情
残
像
の
法
則
 

言
っ
た
り
、
聞
い
た
り
、
行
動
し
た
 

こ
と
は
す
ぐ
忘
れ
る
が
、
感
情
の
世
界
 

は
し
っ
か
り
残
っ
て
い
て
、
瞬
間
的
に
 

目
に
入
っ
た
光
が
消
え
た
あ
と
で
も
残
 

像
と
し
て
残
る
よ
う
に
、
痴
呆
性
老
人
 

が
そ
の
と
き
抱
い
た
感
情
が
相
当
時
間
 

続
く
こ
と
を
い
い
ま
す
。
 

第
六
法
則
廿
こ
だ
わ
り
の
法
則
 

あ
る
ひ
と
つ
の
こ
と
に
集
中
す
る
と
、
 

そ
こ
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
。
周
囲
が
説
 

明
し
た
り
説
得
し
た
り
否
定
し
た
り
す
 

れ
ば
す
躍
で
、
こ
だ
わ
り
続
け
る
と
 

、
 

8 

り
つ
特
徴
を
い
い
ま
す
。
 

第
七
法
則
廿
ぼ
け
症
状
の
了
解
可
 

能
性
に
関
す
る
法
則
 

第
一
5
一
塁
ハ
法
則
に
あ
る
、
老
年
期
 

の
い
ろ
い
ろ
な
知
的
機
能
の
低
下
の
特
 

性
を
考
え
れ
ば
、
痴
呆
症
状
の
ほ
と
ん
 

ど
す
べ
て
は
、
そ
の
お
年
寄
り
の
立
場
 

に
立
っ
て
み
れ
ば
十
分
理
解
で
き
る
も
 

の
で
あ
る
、
と
い
う
法
則
。
 

介
護
に
関
す
る
原
則
 

「
お
年
寄
り
が
形
成
し
て
い
る
世
界
 

を
理
解
し
大
切
に
す
る
。
そ
の
世
界
と
 

現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
さ
せ
な
い
 

よ
つ
に
す
る
」
。
こ
れ
が
介
護
に
関
す
る
 

原
則
な
の
だ
そ
う
で
す
。
老
人
の
気
持
 

ち
を
理
解
し
て
一
旦
受
け
入
れ
る
こ
と
 

が
上
手
な
介
護
の
コ
ツ
で
あ
り
、
介
護
 

の
負
担
を
軽
く
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
 

す。 
痴
呆
性
老
人
は
精
神
症
状
が
多
＜
出
 

る
時
期
を
へ
て
、
身
体
症
状
合
併
期
、
 

最
後
に
終
末
期
に
至
り
ま
す
。
終
末
期
 

に
近
づ
＜
に
つ
れ
て
医
療
的
な
ケ
ア
が
 

家
族
に
と
っ
て
深
刻
な
問
題
に
な
る
で
 

し
よ
ー
つ
。
 

と
こ
ろ
で
、
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
 

充
実
し
て
い
て
も
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
 

す
る
と
き
、
た
め
ら
い
、
気
兼
ね
、
遠
 

慮
と
い
っ
た
「
心
理
的
ハ
ー
ド
ル
L

が
 

高
け
れ
ば
、
せ
っ
か
く
の
制
度
も
利
用
 

さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
介
護
に
 

困
っ
た
こ
と
が
生
じ
た
ら
、
町
立
保
健
 

福
祉
セ
ン
タ
ー
や
医
療
セ
ン
タ
ー
な
ど
 

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

月
4
日
か
ら
 10 

日
ま
で
人
権
週
間
で
す
 

人
権
週
間
は
一
、
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
1
9
4
8
年
（
昭
和
 23
 

年） 

も
 

年
 

子
 

一
 

ノ
、
 

月
 10 
白
に
国
連
で
採
択
さ
れ
、
に
れ
を
記
念
し
て
定
め
ら
れ
た
 

の
で
す
。
 

「
m
 

今
年
は
、
・
世
界
人
権
宣
言
 50 

周
年
、
人
権
擁
護
委
員
発
足
 59 
周
 

の
年
海
あ
た
り
ま
す
。
 

入
権
週
間
期
間
中
、
次
の
と
お
り
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
 

ど
も
の
天
権
問
題
、
同
和
問
題
、
金
銭
貸
借
、
離
婚
問
題
な
ど
 

般
の
法
律
問
題
で
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
ご
相
談
 

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
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子ども会駅伝大会●ふれあいマラソン大会が 
11月22日開催されます （小雨決行、雨天の場合は29日） 
昨年からコースが変更になった子ども会駅伝大会ですが、今年 

は1 1月22日に開催されます。 
また、ふれあいマラソンも小学校低学年、小学校中学年、小学 

校高学年、中学生の4部門に分かれて行われます。小中学生なら、 

個人的にだれでも参加できますので、たくさんの参加をお待ちし 

ています。 
参加希望者は、教育委員会社会教育課B(22 )4300 まで 

申し込んでください。 
なお、ふれあいマラソンの受け付けは当日も行ないます。 

コース周辺の方には、交通規制等でご迷惑をおかけしますがご 

協力をお願いします。 

子ども会駅伝大会コ ス 
区間 距 離 中 継 点 選手資格 

1 区 600 m 東区公民館～草場公民館 
小学生1年 
~3 年生 

2区 1 ,600m 
草場公民館～斎藤店前 
（折り返し）～東区公民館 

男・女 

3 区 1 ,100m 東区公民館～斎藤店前 
小学生男子 
又は女子 

4区 1 ,100m 斎藤店前～東区公民館 女子 

5区 1 ,100m 東区公民館～斎藤店前 
小学生男子 
又は女子 

6 区 1 ,100m 斎藤店前～東区公民館 
小学生男子 
又は女子 

7 区 2,200 m 
東区公民館～斎藤店前 
（折り返し）～東区公民館 

男・女 

加入じていますか？ 
バイク・原付自転車の自賠責保険 
自賠責保険は、万一の交通事故の際の基本的 

な対人賠償を目的として、バイク，原付自転車 

を含め、全ての自動車に加入が義務づけられて 

いる強制保険です。言い換えれば、全ての加害 
者の賠償責任を担保するとともに、全ての被害 

者の基本的な損害賠償を保障する制度となって 

います。 
また、無保険車の運行は刑事罰の対象となり 

ます。車検制度のないバイク．原付自転車は特 

に期限切れ、かけ忘れに注意が必要です。 

犬、猫の散歩は 
マナーを守って！ 

最近、犬べ描のフンがたく 

さん散らかっています。特に 

小学校、中学校の校庭を散歩 
させ、フンをさせて、そのま 
ま帰るメ功ミいます。散歩をさ 
せる時はビニール袋等を持っ 
て行き、責任を持って取って 

帰ってください。 

応援の人は走者の 

じゃまにならないよ 

うにし、車の駐車に 

も気をつけて下さい。 

県営 
方城団地 

草場 
公民館 

1区3区5区7区中継所 
東区公民館 

スタート 
ゴール 

1500m 一 電 

rマ子y臓併範羅三無 
600m 甲1牲IJ磯」万リュ区し易グT 

1.1b難 

斎藤店 
●2区中継所 

マラソン中学年 
折り返し場所 

ふれあいマラソンコース 
部 ’， コ 一 ス 距 離 

小学生1年・2年生 
（小学校低学年） 

東区公民館～方城団地前（折 

り返し）～東区公民館 
1 ,000m 

小学生3年・4年生 
（小学校中学年） 

東区公民館～草場公民館（折 

り返し）～東区公民館 
1, 200 m 

小学生5年・6年生 
（小学高学年） 

東区公民館～斎藤店前（折り 
返し）～東区公民館 

2, 200 m 

中 学 生 
東区公民館～斎藤店前（折り 

返し）～東区公民館 
2,200 m 

「 最低賃金が 
変わりました 

10月1日から、福岡県最 
低賃金が改正されました。 
新しい賃金は、 

1 日 5, 021 円 
1 時間 628 円です。 

詳しくは、福岡労働基準局 

賃金課8092 (411)4578また 

は、もよりの労働基準監督署 

‘までお尋ねください。 

年末の交通安全 
県民運動 

12月11日囲～31日困 
〇高齢者の交通事故を防止 

しよう 

〇飲酒運転を追放しよう 

〇シートベルトの着用を徹 

1 難 

個人事業税の納期限は 
11月30日です 

個人で事業を行ってっている 
みなさん、平成10年度個人事業 

税第2期の納期限は1 1月30 

日です。 

※問い合わせ先 
福岡県田川県税事務所 
公 (44) 8111内線218 

方城町では 
子ども相談電話を設置しました 

方城町では、お子さんのすこやかな 
成長を願って相談電話を設置しました。 
お子さんのことについての心配ごとが 
あれば、何でもご相談ください。 

〇相談電話の番号 

094 7-22 -7500 （方城中学校内） 
〇相談日と受付時間 
毎週、月・水・金の8時30分から12時 

〇相談に応じる方は 
方城町「心の相談教室」相談員辻畑信彦さん 

I 

.. f 

臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
支
給
に
つ
い
て
 

特
別
減
税
に
伴
い
、
8
月
1

日
現
在
で
次
の
こ
と
に
該
当
 

す
る
人
に
支
給
し
ま
す
。
 

な
お
、
該
当
者
に
は
役
場
か
ら
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
福
祉
係
に
問
い
合
わ
せ
て
く
 

だ
さ
い
。
 

合
（
2
2
)
0
5
2
0
 
内
線
1
2
4
 

臨
時
特
別
給
付
金
 

町
民
税
が
課
さ
れ
て
い
な
い
 65 

歳
以
 

上
の
お
と
し
よ
り
の
方
 

（
支
給
対
象
者
1
人
に
つ
き
1

万
円
）
 

※
 
平
成
 10 

年
度
分
の
町
民
税
が
課
 

さ
れ
て
い
る
親
族
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
 

場
合
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

臨
時
介
護
福
祉
金
 

町
民
税
の
所
得
割
が
課
さ
れ
て
い
な
 

い
 65 

歳
以
上
の
お
と
し
よ
り
で
、
在
宅
 

で
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
方
 

（
支
給
対
象
者
1
人
に
つ
き
3

万
円
）
 

※
 
特
別
障
害
者
手
当
等
の
受
給
者
 

も
支
給
の
対
象
に
な
り
ま
す
 

臨
時
福
祉
給
付
金
 

老
齢
福
祉
年
金
や
各
種
手
当
を
受
給
 

し
て
い
る
方
 

（
支
給
対
象
者
1
人
に
つ
き
1

万
円
）
 

〇
 
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
 

〇
 
障
害
基
礎
年
金
等
受
給
者
 

〇
 
遺
族
基
礎
年
金
等
受
給
者
 

〇
 
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
 

〇
 
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
 

〇
 
特
別
障
害
者
手
当
受
給
者
 

〇
 
障
害
児
福
祉
手
当
受
給
者
 

〇
 
福
祉
手
当
（
経
過
措
置
分
）
受
 

給
者
 

〇
 
原
爆
被
爆
者
諸
手
当
受
給
者
 

※
 
臨
時
特
別
給
付
金
と
重
複
し
て
 

支
給
は
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

※
 
障
害
基
礎
年
金
等
や
遺
族
基
礎
 

年
金
等
の
受
給
者
の
一
部
の
方
は
町
民
 

税
が
課
さ
れ
て
い
な
い
方
の
み
が
支
給
 

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
 

な
お
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
 

や
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
 

に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

●人権教育推進市町村ふれあい事業● 

母と子のブラックシアター開催 

ーやまんばのにしき― 
日時 11月21日（土）午後1時～1時40分 
場所 方城町中央公民館大会議室 
出演 岡垣町ボランティア・くすの木の会 
所属 岡垣町社会福祉協議会 
注催 方城町教育総合推進地域事業家庭教育 

部会 

■不動産取得税の軽減について 
不動産取得税は、不動産（家屋、土地）を取得した人に課税されます。 
要件によっては、不動産取得税が軽減されますので、県税事務所へおた 
ずねください。 

①中古住宅～新築された日から木造は巧年、非木造は20年以内の居宅で居 
住するとき 

②新築住宅用土地～土地を取得した日から2年以内に住宅を新築した場合 
③中古住宅用土地～土地を取得した日から1年以内に中古住宅を取得した場合 
問い合わせ先 田川県税事務所 B (44 ) 81 1 1内線214 

■税を知る週間 11月11日～17日 
地方税に関する納税意識の高揚を図ることを目的 

に、税を知る週間が実施されます。 

★納税者みなさんへのお願い 

) 
納税は づくり、郷土づくりを進めるための貴重な資源です。 

白．＋占I“一 町では、みなさんの税金を有効に活用するためにム 
口エロJ I.,- ダな経費や労力を節約しつつ、行政サービスの向上 

に努めています。 

⑥11月までの税金の納期は 町県民税 4期分 

国民健康保険税 6期分です 
**＊町税は、納期限内に忘れずに納めましよう＊** 

町民センター（体育館・グラウ 
ンド・公民館）の使用にっいて 
町民センタ一使用申し込みは、使用期日の1 

週間前に申請書を提出してください。使用期日 
の2、 3日前の申請は受け付けません。 
申請書提出は、月曜日から金曜日の午前8時 

30分から午後5時のまでに教育委員会社会教育 
課まで提出してください。（土・日・祝日は受け 
付けません） 
使用許可書は、申請書提出の3日後に取りにき 
てください。許可書がないと使用できません。 
許可書は、使用日に必ず管理人まで提出してく 
ださい。 
使用料は、使用日の翌日にお支払いください。 
電話での使用申し込みは（予約）は、ー切受け 
付けません。 
詳しいことは、教育委員会社会教育課公22-4300 
に問い合わせてください。 
なお、下記の時間帯を避けて使用してください。 

方城町クラ‘ ブ・教室の町民グラウンド使用日時 
鷹羽少年野球 毎週水・木・金の午後5時から7時 

土曜日は午後4時から6時 
早朝ソフト
女子ソフト 

毎週日曜日午前6時から9時
毎週日曜日午前10時から12時 

少年サッカー 毎週火曜日午後6時30分から8時ー 
毎週土曜日午後6時から8時 

方
城
町
老
人
大
学
 

俳

旬

数

留

 

講
師
 
池
田
一
歩
選
 

秋
雨
に
杉
山
け
ぶ
る
柚
の
谷
 

永
野
美
智
子
 

穂
芭
の
走
る
が
如
く
風
に
か
な
 

野
村
 
鈴
子
 

魂
の
静
か
に
移
る
菊
の
花
 

渡
透
 

一
枝
 

団
栗
で
染
め
し
ネ
ク
タ
イ
当
て
、
み
る
 

桑
野
 
昌
宣
 

錆
色
に
焼
け
し
秋
刀
魚
の
よ
き
匂
 

白
石
 
鶴
代
 

秋
彼
岸
先
代
偲
ぶ
カ
ッ
ポ
酒
 

原
田
 
文
義
 

秋
森
に
色
濃
き
松
や
天
守
閣
 

浦
野
 

蓮
 

霧
冷
は
心
地
よ
き
も
の
朝
散
歩
 

永
末
 
公
恵
 

曽
孫
は
勝
気
で
元
気
唐
辛
 

鈴
木
秋
風
子
 

立
ち
‘
曾
り
し
教
へ
子
に
勇
る
秋
明
菊
 

桑
野
 
園
女
 

献
血
に
こ
協
力
を
 

期
日
 

11 

月
 12 

日
（
木
）
 

10 

時
ー
 11 

時
 45 

分
 

12 

時
 30 

分
ー
 15 

時
 30 

分
 

場
所
 
方
城
町
保
健
福
祉
セ
ン
 

力

ノ

ー

 

11 10 



【
 

田
川
准
看
護
婦
（
士
）
学
生
募
集
 

☆
募
集
人
員
 
50 

人
（
男
子
若
干
名
）
 

☆
受
験
資
格
 
中
学
卒
業
（
見
込
）
以
 

上
 

☆
試
験
科
目
 
国
語
。
数
学
。
面
接
 

☆
教
育
年
限
 
2
年
 

☆
出
願
期
間
 
平
成
 11
 

年
1
月
 11
 

日
 

（
月
）
5
1
月
 21 

日
（
木
）
 

☆
試
験
期
日
 
1
月
 24 

日
（
日
）
 

☆
試
験
所
 
田
川
看
護
高
等
専
修
学
校
 

☆
間
い
合
わ
せ
先
 
田
川
看
護
高
等
専
 

修
学
校
 

客
（
4
2
)
3
2
6
7
 

自
衛
隊
生
徒
募
集
 

☆
資
格
 
中
卒
（
見
込
）
 
17
 

歳
未
満
 

の
人
 

パノラマたがわ 
田 川 市 
☆ふくおか県民文化祭 11月8 日 

（日）10時 田川文化センター 

☆田川地区産業まつり 11月14日 

（土）15日（日） 田川市総合体 

育館 
☆竹久夢二展 11月29日（日）ま 

で 田川市美術館 要観覧料 
添 田 町 

☆総合文化祭 11月7 日（土） 8 

日（金）オークホール 

☆旬の駅 毎週土曜日9時 旧伊 

原駅横 
大 任 町 
☆少年の主張大会 11月15日（日） 

9時 レインボーホール 

☆秋遊ウォークラリ- 11月15日 

（日）12時 レインボーホール 

☆婦人スポーツ大会 11月28日 

（土）18時 B &G 体育館 

赤 村 
☆文化祭 11月7 日（土）8日 

、（日） 住民センター．コ 

Iティ広場 

川 崎 町 
☆町民ハイキング 11月8日（日） 

戸谷自然ふれあいの森 8時30分 

集合 
☆町民走ろう会 11月22日（日） 

8時30分 町民会館 

香 春 町 
☆農業まつり 11月21日（土）22 

日（日） ライスセンター 

☆すこやかマラソン大会 11月22 

日（日）8時50分 総合運動公園 

糸 田 町 

☆
受
付
期
間
 
平
成
 11 

年
1
月
4

日
 

（
月
）
ま
で
 

☆
試
験
期
日
 
平
成
 11 

年
1
月
5

日
 

（火） 

☆
入
隊
 
平
成
 11 

年
3
月
下
旬
 

☆
問
い
合
わ
せ
先
 
飯
塚
募
集
事
務
所
 

0
9
4
8

(
2
2
)
4
8
4
7
 

お

し

ら

せ

 

ワ
ー
プ
ロ
技
能
 

3
級
・
4
級
検
定
試
験
 

☆
日
時
 
12 

月
6

日
（
日
）
時
間
は
 

受
験
者
数
に
よ
り
編
成
し
ま
す
。
 

☆
試
験
会
場
 
ヤ
ン
グ
ワ
ー
ク
F
U
K
 

U
O
K
A
 

☆
申
込
締
切
 
11 

月
 10 

日
（
火
）
 

☆
要
受
験
料
 

☆
申
込
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先
 

田
川
商
工
会
議
所
（
田
川
市
大
黒
町
3
 

の
 11
 

）
容
（
4
4
)
3
1
5
0
 

合
同
行
政
相
談
所
 

☆
日
時
 
11 

月
 20 

日
（
金
）
 
10 

時
5
 15
 

時
 

☆
場
所
 

田
川
市
役
所
 
3
階
大
会
議
 

室
 

☆
く
ら
し
の
行
政
の
こ
と
な
ら
何
で
も
 

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

☆
問
い
合
わ
せ
先
 
九
州
管
区
行
政
監
 

察
局
雷
0
9
2

(
4
3
1
) 
[
'
0
8
1
 

福
岡
県
立
直
方
聾
学
校
教
育
相
談
 

☆
対
象
者
 
聴
覚
障
害
の
た
め
に
聞
こ
 

え
や
こ
と
ば
の
発
達
に
困
っ
て
い
る
お
 

子
さ
ん
の
保
護
者
（
対
象
年
齢
0
歳
か
 

ら
 15 

歳） 

☆
受
付
 
月
曜
日
5
金
曜
日
 
9
時
5
 

16 

時
 30 

分
 

☆
初
回
の
相
談
日
 
毎
週
水
曜
日
 
9
 

時
5
 16 

時
 30 

分
 

☆
問
い
合
わ
せ
先
 
福
岡
県
立
直
方
聾
 

学
校
公
0
9
4
9
2

(6
)
5
3
5
1
 

福
岡
県
人
権
週
間
講
演
会
 

☆
日
時
 
12 

月
6

日
（
日
）
9
時
 30 

分
 

5
 17
 

時
 

☆
場
所
 
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春
日
 

市
原
町
3
丁
目
）
 

☆
講
演
の
他
ア
イ
ヌ
古
式
舞
踊
の
記
念
 

イ
ベ
ン
ト
や
世
界
人
権
宣
言
 50 

周
年
記
 

念
パ
ネ
ル
展
も
あ
り
ま
す
。
 

☆
間
い
合
わ
せ
先
 
福
岡
県
人
権
啓
発
 

情
報
セ
ン
タ
ー
容
0
9
2

(
5
8
4
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［
'
1
 

表
紙
に
と
り
上
げ
て
い
ま
す
が
、
わ
 

が
町
の
消
防
団
が
福
岡
県
の
消
防
操
法
 

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
 

9
月
6

日
の
当
日
、
取
材
の
た
め
大
 

会
に
同
行
し
ま
し
た
が
、
出
場
前
の
選
 

手
た
ち
の
緊
張
し
て
い
た
こ
と
。
声
を
 

か
け
る
の
が
怖
い
く
ら
い
の
緊
張
感
で
 

し
た
。
指
揮
者
の
号
令
で
競
技
が
始
ま
 

り
、
ポ
ン
プ
車
を
操
法
し
て
、
い
か
に
 

早
く
的
を
倒
す
か
。
を
競
い
ま
す
が
、
 

消
防
団
員
の
機
敏
な
動
作
も
採
点
さ
れ
 

ま
す
。
「
今
日
の
日
の
た
め
に
、
長
い
間
 

練
習
し
て
き
た
彼
ら
が
失
敗
し
ま
せ
ん
 

よ
う
に
」
と
い
う
応
援
団
全
員
の
願
い
 

が
通
じ
た
の
か
、
大
成
功
に
終
わ
り
ま
 

し
た
。
ほ
っ
と
し
た
瞬
間
を
撮
ろ
う
と
、
 

選
手
に
カ
メ
ラ
を
向
け
た
時
、
レ
ン
ズ
 

の
む
こ
う
に
男
の
涙
を
見
て
目
頭
が
熱
 

く
な
っ
た
私
で
し
た
。
 

（J
) 

ニ
 

ユ
 

只
）
、
、
、
 

☆町民文化祭、健康フェスティノベ 

ル 11月7日（土） 8 日（日） 

7日19時 泉アキ講演会 文化福 

祉会館 8日19時 花火大会 町 

民グラウンド 
☆暴力等追放町民大会 11月15日 

（日）9時 文化福祉会館 

☆ふれあいジョギング大会 11月 

)22日（日）出ケ浦ダム周辺コース 

赤 池 町 
☆赤池中学校50周年式典 11月8 

日（日）9時 赤池中学校体育館 
☆住民福祉講座＆文化講演会 11 
月21日（土）同和対策中央研修所 

10時30分 福祉フオーラム 

14時 吉行和子さんの講演会 

金 田 町 
☆ふるさとカナダふれあいフェス 

タ 11月7日（土） 8 日（日）9 

時～16時 町民会館 

☆ふれあい朝市 毎週水．土曜日 

7時 金田駅裏 

町の人 口 
（平成10年9月末日） 

男 3,848人 

女 4,321人 

計 8,169人 

世帯数 2,944世帯 
.. 
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